
 　
「
う
ろ
こ
が
た
」
と
訓
む
が
、「
う
ろ
こ
」
の
古
形
は
「
い
ろ
こ
」

（『
和
名
抄
』
な
ど
）
で
あ
り
、『
い
ろ
は
作
者
註
文
』
な
ど
は
、「
い

ろ
こ
が
た
」
と
し
て
い
る
。「
時
政
」
と
い
う
別
名
も
あ
る
。

 

北
条
時
政
（
鎌
倉
初
期
の
武
将
、
鎌
倉
幕
府
初
代
執
権
、
源
頼
朝

の
妻
政
子
の
父
）
が
ワ
キ
と
し
て
登
場
し
、
天
下
を
治
め
る
こ
と

に
な
っ
た
、
わ
が
北
条
家
の
「
旗
の
紋
」（
家
紋
）
が
い
ま
だ
定
ま

ら
ず
、
そ
れ
を
さ
ず
か
る
こ
と
を
祈
願
す
べ
く
、
江
の
島
の
弁
財

天
に
参
詣
す
る
。
す
る
と
参
籠
の
初
夜
に
、
一
人
の
女
人
（
実
は

弁
財
天
の
化
身
）
が
現
れ
て
、
時
政
の
信
心
の
深
さ
を
愛
で
て
望

み
を
叶
え
さ
せ
よ
う
と
い
う
。
時
政
は
不
審
に
思
い
、
そ
の
名
を

尋
ね
る
と
、
こ
の
島
に
垂
跡
し
て
い
る
神
で
あ
る
と
告
げ
て
社
壇

に
か
く
れ
た
。

　

や
が
て
神
殿
が
し
き
り
に
鳴
動
し
て
、
日
月
の
光
が
山
の
端
か

ら
出
る
よ
う
に
、
輝
く
弁
財
天
（
後
シ
テ
）
が
出
現
し
、
我
こ
そ

此
島
を
守
護
す
る
胎
蔵
界
（
大
日
如
来
の
慈
悲
を
母
の
胎
内
に
た

と
え
て
胎
蔵
界
と
い
う
）
の
弁
財
天
な
り
と
名
乗
り
、
弓
矢
の
家

の
守
り
の
し
る
し
と
し
て
、
時
政
に
一
流
の
旗
を
与
え
、
優
美
な

舞
を
舞
う
。

　

そ
し
て
、
た
と
え
四
方
に
敵
を
う
け
た
と
し
て
も
、
こ
の
旗
を

さ
し
上
げ
た
な
ら
ば
、
わ
が
神
通
力
を
も
っ
て
敵
を
払
い
、
身
の

安
泰
を
は
か
っ
て
あ
げ
よ
う
。
た
だ
信
心
を
い
た
せ
と
神
託
し
て
、

弁
財
天
は
神
殿
に
入
る
の
で
あ
る
。

　

弁
財
天
に
よ
り
こ
の
家
紋
入
り
の
旗
を
授
か
っ
た
時
政
の
北
条

氏
は
、
そ
の
後
執
権
十
三
代
、
百
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
天

下
四
海
を
治
め
、
蒙
古
の
襲
来
も
退
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
「
鱗
形
」
は
、
江
の
島
弁
財
天
の
神
通
力
・
神
徳
を

称
え
る
も
の
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
北
条
氏
の
繁
栄
を
予
祝
す
る
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
祝
言
的
な
め
で
た
い
曲
で
あ
り
、
神
を
シ
テ

と
す
る
脇
能
の
定
型
を
ふ
ま
え
た
作
品
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
「
鱗
形
」
は
、
校
註
謡
曲
叢
書
第
一
巻
（
一
九
一
四
年
）

な
ど
に
翻
刻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
金
剛
厳
氏
が
訂
正
著
作
さ

れ
た
金
剛
流
謡
曲
本
「
鱗
形
」
と
そ
れ
ら
の
翻
刻
を
対
比
し
て
み

る
と
、
そ
の
詞
章
は
大
筋
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
が
、
細
部
に

お
い
て
は
多
少
の
ち
が
い
が
認
め
ら
れ
る
。

　

ち
が
い
と
し
て
と
く
に
目
に
つ
く
の
は
、
謡
曲
叢
書
等
に
は
、

時
政
が
弁
財
天
に
祈
願
す
る
こ
と
を
思
い
た
っ
て
、
江
の
島
に
参

詣
し
た
と
だ
け
あ
る
と
こ
ろ
が
、
金
剛
流
謡
本
で
は
、
時
政
は

謡
曲
「
鱗
形
」
─
「
太
平
記
」
と
の
関
わ
り
な
ど

加

美

 

宏

同
志
社
大
学
名
誉
教
授



三
七
日
、
つ
ま
り
二
十
一
日
間
参
籠
し
て
祈
願
し
よ
う
と
し
、
江

の
島
到
着
の
日
も
、「
今
夜
は
社
内
に
通
夜
し
て
申
さ
う
ず
る
」
と

述
べ
た
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
単
に
参
詣
し
た
と
す
る
の

で
は
な
く
、
参
籠
し
、
通
夜
し
て
祈
願
し
た
と
あ
る
方
が
、
時
政

の
信
心
の
深
さ
や
旗
の
紋
に
対
す
る
熱
意
が
、
弁
財
天
に
も
、
観

客
に
も
、
よ
り
伝
わ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

参
籠
祈
願
の
こ
と
は
、実
は
こ
の
典
拠
と
さ
れ
て
い
る
『
太
平
記
』

巻
五
の
「
時
政
榎
嶋
ニ
参
籠
ノ
事
」
の
段
に
、
時
政
が
参
籠
し
て

「
三
七
日
」（
二
十
一
日
）
に
当
た
る
夜
、
神
託
が
あ
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
金
剛
流
謡
本
は
、
よ
り
出
典
に

近
い
詞
章
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

 

そ
こ
で
次
に
、
本
曲
の
典
拠
と
さ
れ
る
『
太
平
記
』
巻
五
「
時
政

榎
嶋
ニ
参
籠
ノ
事
」
中
に
み
え
る
江
の
島
霊
験
譚
と
本
曲
と
を
ひ

き
く
ら
べ
て
み
た
い
。『
太
平
記
』の
本
文（
流
布
本
、岩
波
大
系
本
）

は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

昔
鎌
倉
草
創
ノ
始
、
北
条
四
郎
時
政
嶋
ニ
参
籠
シ
テ
、
子
孫

ノ
繁
昌
ヲ
祈
ケ
リ
。
三
七
日
ニ
当
リ
ケ
ル
夜
、
赤
キ
袴
ニ
柳
裏

ノ
衣
着
タ
ル
女
房
ノ
、
端
厳
美
麗
ナ
ル
ガ
、
忽
然
ト
シ
テ
時
政

ガ
前
ニ
来
テ
告
テ
曰
ク
、「
汝
ガ
前
生
ハ
箱
根
法
師
也
。
六
十
六

部
ノ
法
華
経
ヲ
書
写
シ
テ
、
六
十
六
箇
ノ
霊
地
ニ
奉
納
シ
タ
リ

シ
善
根
ニ
依
テ
、
再
ビ
此
土
ニ
生
ル
事
ヲ
得
タ
リ
。
去
バ
子
孫

永
ク
日
本
ノ
主
ト
成
テ
、
栄
花
ニ
誇
ル
ベ
シ
。
但
シ
其
挙フ
ル
マ
イ動
違

フ
所
ア
ラ
バ
、
七
代
ヲ
過
グ
ベ
カ
ラ
ズ
。
吾
言
フ
所
ニ
不
審
ア

ラ
バ
、
国
々
ニ
納
シ
所
ノ
霊
地
ヲ
見
ヨ
」
ト
云
捨
テ
帰
給
フ
。

其
姿
ヲ
ミ
ケ
レ
バ
、
サ
シ
モ
厳
シ
カ
リ
ツ
ル
女
房
、
忽
ニ
伏
長

二
十
丈
許
リ
ノ
大
蛇
ト
成
テ
、
海
中
ニ
入
ニ
ケ
リ
。
其
迹
ヲ
見
ニ
、

大
ナ
ル
鱗
ヲ
三
ツ
落
セ
リ
。
時
政
所
願
成
就
シ
ヌ
ト
喜
テ
、
則

彼
鱗
ヲ
取
テ
、
旗
ノ
文
ニ
ゾ
押
タ
リ
ケ
ル
。
今
ノ
三
鱗
ノ
文
是
也
。

其
後
弁
財
天
ノ
御
示
現
ニ
任
テ
、
国
々
ノ
霊
地
ヘ
人
ヲ
遣
シ
テ
、

法
華
経
奉
納
ノ
所
ヲ
見
セ
ケ
ル
ニ
、
俗
名
ノ
時
政
ヲ
法
師
ノ
名

ニ
替
テ
、
奉
納
筒
ノ
上
ニ
大
法
師
時ジ
セ
イ政
ト
書
タ
ル
コ
ソ
不
思
議

ナ
レ
。

　

北
条
氏
は
、
は
や
く
か
ら
三
鱗
形
の
家
紋
を
用
い
て
い
て
、
北

条
鱗
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
江
島
弁
財
天
社
の
紋
も
三
鱗
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、『
太
平
記
』
の
作
者
が
北
条
氏
と
江
島
社
を
付
会
し

て
創
作
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
（
岩
波
大

系
本
『
太
平
記
』
頭
注
・
小
学
館
新
編
全
集
本
『
太
平
記
』
頭
注

欄
解
説
な
ど
）、
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
太
平
記
』
以
外
に
は
、
こ
う

し
た
北
条
家
の
家
紋
を
め
ぐ
る
江
島
弁
財
天
の
霊
験
譚
は
見
当
た

ら
ず
、
謡
曲
が
「
鱗
形
」
の
曲
名
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え

て
も
、
本
曲
の
素
材
と
な
っ
た
も
の
は
、『
太
平
記
』
の
、
こ
の
伝

承
的
記
事
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。

　

こ
の
両
者
を
対
比
し
て
み
る
と
、
時
政
が
江
の
島
に
参
詣
し
、

そ
の
所
願
を
弁
財
天
に
納
受
さ
れ
、
弁
財
天
の
示
現
が
あ
り
、
霊



験
が
あ
る
と
い
う
大
筋
に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
る
が
、
話
の
構

成
、
趣
向
、
主
題
に
は
大
き
な
ち
が
い
が
み
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
時
政
が
江
島
に
参
籠
し
て
祈
念
し
た
主
旨
を
、『
太
平

記
』記
事
は
、「
子
孫
ノ
繁
昌
」と
し
て
い
る
の
に
対
し
、謡
曲「
鱗
形
」

は
、
北
条
氏
の
「
旗
の
紋
」
の
定
ま
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

時
政
祈
願
の
結
果
に
つ
い
て
も
、『
太
平
記
』
は
、「
美
麗
」
な
女

房
（
弁
財
天
の
化
身
）
が
あ
ら
わ
れ
、
子
孫
の
繁
栄
う
た
が
い
な

し
と
告
げ
て
帰
る
が
、
そ
の
姿
が
た
ち
ま
ち
二
十
丈
の
大
蛇
と
な

っ
て
海
に
入
る
。
あ
と
に
落
と
し
た
三
つ
の
鱗
を
時
政
が
と
っ
て

旗
の
紋
に
押
し
、
三
鱗
の
家
紋
に
し
た
と
す
る
。
弁
財
天
は
本
来
、

水
神
で
あ
る
が
、
そ
の
正
体
は
竜
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
（
鎌

倉
時
代
成
立
の
『
江
島
縁
起
』
な
ど
）
こ
と
か
ら
つ
く
ら
れ
た
伝

承
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
い
え
ば
、
北
条
氏
の
繁
栄
も
、
無
道
の
挙ふ
る
ま
い動
が
あ
れ
ば

七
代
を
超
え
ず
と
弁
財
天
の
お
告
げ
が
あ
っ
た
が
、す
で
に
九
（
世
）

代
と
な
る
高
時
の
頽
廃
的
挙ふ
る
ま
い動
を
描
い
た
章
段
（「
相
摸
入
道
田
楽

ヲ
弄
ブ
并
ビ
ニ
闘
犬
ノ
事
」）
の
す
ぐ
後
に
お
か
れ
て
、
北
条
氏
の

滅
亡
を
予
告
す
る
の
が
、
こ
の
章
段
の
役
割
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
謡
曲
「
鱗
形
」
は
、
時
政
の
祈
願
通
り
、
弁

財
天
か
ら
旗
を
賜
わ
り
、
北
条
氏
を
守
護
す
る
こ
と
も
約
束
さ
れ

て
、
め
で
た
く
納
ま
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
単
に
言
葉

に
よ
っ
て
霊
験
を
示
す
の
で
は
な
く
、
目
に
見
え
る
旗
の
下
賜
に

よ
っ
て
霊
験
を
あ
ら
わ
す
形
を
と
り
、
舞
台
に
映
え
る
旗
に
焦
点

を
お
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

旗
は
古
来
、
祭
に
立
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
し
、
旗
掛
松
・

旗
立
柳
な
ど
が
各
地
に
残
り
、
今
も
祝
日
に
旗
を
掲
げ
て
祝
う
よ

う
に
、
め
で
た
い
こ
と
と
結
び
つ
き
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま

し
て
本
曲
の
旗
の
よ
う
に
、
神
竜
の
鱗
を
か
た
ど
っ
た
鱗
形
紋
入

り
の
旗
は
、
祝
言
的
な
脇
能
に
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
能
道
具
だ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
北
条
氏
は
実
際
に
代
表
家
紋
と
し
て
三

つ
鱗
（　
　

）
を
用
い
、
底
辺
の
長
い
三
つ
鱗
（　
　

）
も
用
い

て
い
る
（
北
条
鱗
と
い
う
）。




